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各部課局が個別に把握した学習ニーズに関する情報はネットワークによって他部課局へ提
供され、共有される。また、多様な学習機会等提供を行うためにはより多くの資源が必要
であるが、各部課局間で資源の貸借が可能となれば、各部課局が利用できる資源を増やす
ことができる。その結果、学習内容、開催時間、開催場所の多様な学習機会等提供が行え
るのである。このようなネットワークの構築はネットワーク型行政を実現するためにも必
要であり、その必要性は生涯学習審議会答申，)等でも提言されている。ここでいうネット
ワーク型行政は、生涯学習社会において「人々の学習活動・社会教育活動を、社会教育行
政のみならず、様々な立場から総合的に支援していく仕組み」‘)のことである。生涯学習
推進は総合行政として行われる必要があるとされており、そのためには、教育委員会と首
長部局の各部課局はその属性に関わりなく連携・協力する必要があると考えられる。出前
講座は、行政全体で取り組まれている事業であり、学習のためのネットワーク型行政が実
現された初めての例である刃。ネットワークを構築した学習機会等提供の意義を考えるな
らば、出前講座のような事業の活用が必要であろう8)。
さて、前記のように出前講座は学習者からの申込みに応じてその都度開催される。出前

講座を学習者に活用してもらうためには、各部課局は日頃から学習ニーズに対応するため
の情報収集や、職員が講師となり出前講座を実施できるような研修を行う等、出前講座の
ための準備行動を行い、出前講座の開催に備えておく必要があると考えられる。しかし、
後述するように、準備行動は全ての部課局にとって必要であるにも関わらず、１つの自治
体内でも各部課局の行う準備行動には差が生じている。
そこで、本論文では出前講座活用の手がかりを得るために、各部課局の出前講座のため

の準備行動に着目し、出前講座の参加部課局の準備行動に影響を及ぼす要因の一端を明ら
かにする。研究の第一段階として、本論文では、学習機会等提供に関して各部課局の果た
す中心的な役割の程度が準備行動に及ぼす影響を明らかにすることとする。具体的には、
学習機会等提供に関する各部課局と他部課局との関係(以下、他部課局との関係)、ならび
に各部課局と学習者との関係(以下、学習者との関係)に着目し、それらが各部課局の準備
行動に影響を及ぼしているのかを明らかにする。なお、これまでのネットワークを構築し
た学習機会等提供に関する先行研究では、生涯学習機会等提供ネットワーク全体における
資源の流れ方が検討されてきた，)。しかし、出前講座は学習者からの求めに応じて随時開
催されるため、各部課局は他部課局からの資源の受け入れに関わりなく日頃から講座開催
に必要な準備行動を行っておく必要がある。本論文では、そのような準備行動に影響を及
ぼす要因を明らかにしようとするため､下記のように先行研究とは異なる観点を導入した。

2．研究方法
本論文の研究方法は、以下の通りである。
(1)ネットワーク分析１０）
ネットワーク分析では、研究対象をネットワーク(重み付きグラフ)として捉え、
①ネットワークの構造(構成要素間の関係)を明らかにする、
②ネットワークの構造が、いかにそのネットワークの構成要素の行動に影響を及ぼして
いるのかを明らかにする。
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ネットワーク分析の特徴は、構成要素の行動を、その属性ではなく構成要素を取り囲む
ネットワークの構造から考察することにある｡本論文でネットワーク分析を用いる理由は、
各部課局は、その属性に関わりなく出前講座のための最低限必要な行動をとっておく必要
があり、その行動が、各部課局を取り囲む他の構成要素との関係にどのように規定されて
いるのかを明らかにしようとしているからである。
ネットワークの構造を捉える際に用いられる構造特性の指標には､以下の２種類がある。
i)構造全体に関する性質を捉える指標
例：ネットワークの大きさ(size)、密度(density)
ji)構造全体における構成要素の相対的な位置に関する性質を捉える指標
例：中心性(centrality)
本論文では、学習機会等提供に関する各部課局の位置づけ、つまり、学習機会等提供に

関して各部課局の果たす中心的な役割の程度と各部課局の準備行動の関係を明らかにしよ
うとしている。そのため、中心性によって、ネットワークの構造特性を捉える。中心性は、
ネットワーク内で構成要素がどの程度中心的な位置を占めているのかを示す指標である
！')。中心性の捉え方には様々あるが、本論文では次数にもとづく中心性を取り上げる１２)。
なお、本論文では、各部課局の出前講座のための準備行動を目的変数とし、他部課局と

の関係ならびに学習者との関係を説明変数として、それらの変数の関係を回帰分析を用い
て検討する。その結果をもとに、各部課局の準備行動にそれぞれの関係が影響を及ぼして
いるのかを明らかにする。

(2)実態調査
本論文では、出前講座の参加部課局の準備行動に影響を及ぼす要因の検討に必要な基礎

資料を得るために、茨城県古河市において質問紙調査(郵送法)を行った。
調査対象は、平成1４年度の出前講座の参加部課局(市長部局１８部課局、教育委員会７

部課局、その他３部課局の合計３３部課局)(有効回収率８４．８％)である。なお、調査期間
は、２００３年９月２６日～１１月１日である。１３）

一 一

3．市町村における出前講座の現状
まずは、市町村における出前講座の現状について把握しておくことにする。
(1)分類の観点
本論文では、以下の２点によって出前講座を分類し、現状を把握することとする。ここ

でも、出前講座の特徴の１つである生涯学習機会等提供ネットワークが構築されているこ
とに着目し、ネットワークの特徴別に出前講座を分類する。なお、ここで取り上げる出前
講座は、市町村が主催するものである。
①出前講座のための生涯学習機会等提供ネットワークの構成要素の種類
出前講座には、市町村によっては行政内の各部課局だけでなく、民間の生涯学習関係機

関等も参加している場合がある。そのため、出前講座の参加機関が行政内の各部課局に限
定されているのか、民間の生涯学習関係機関等も含まれているのかによって分類する。
②学習者と出前講座のための生涯学習機会等提供ネットワークの関係
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れることになっている。講座の開催回数、延べ受講者数は、第２表の通りである。

第２表古河市の出前講座の実施状況

出前講座開催回数
128
５４
２７
１６
１５

出前講座延べ受講者数
４，４お

’２，０３２
１,１２９
５９１

１，９５５

平成１２年度
平成１３年度
平成１４年度
平成１５年度
平成１６年度

(2)他部課局との関係、学習者との関係
①他部課局との関係、学習者との関係の捉え方
本論文では､他部課局との関係を各部課局が他部課局と共催して学習機会等提供事業(以

下、共催事業)を行う際の共催先の部課局数で捉え、学習者との関係を各部課局が単独で
行う学習機会等提供事業(以下、主催事業)の事業数で捉えることにする。
例えば、以下の学習機会等提供を行っているＡ課の他部課局との関係は３、学習者との

関係は２と表せる。
例：出前講座を開催している。（生涯学習課を共催先の部課局数に加える。）
Ｂ課、Ｃ課と共催事業を開催している。(B課、Ｃ課を共催先の部課局数に加える。）
主催事業を２回開催している。

②他部課局との関係、学習者との関係の現状
他部課局との関係と部課局数の関係、学習者との関係と部課局数の関係は、第１図、第２

図の通りである。

第１図他部課局との関係と部課局数の関係 第２図学習者との関係と部課局数の関係
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０ ２ ４ ６ ８ １ ０ １ ２ １ ４
主催事業数

０ １ ２ ３ ４
共催先の部課局数

(3)各部課局の出前講座のための準備行動
①各部課局の出前講座のための準備行動を捉えるための項目
出前講座のための準備行動には様々なものが考えられるため、本論文では、各部課局の

行う出前講座の開催に必要な６手順に対応して準備行動を捉える項目を設定することにし
た崎)(第３表)。これらの６項目は、学習者が出前講座を活用しやすくするために、各部課
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学習をしない理由から学習機会等提供のあり方にも原因の一端があると考えられる。
2)同調査では、例えば、自分の希望に合う講座や教室などがない、講座や教室などが行わ
れる時期・時間があわない、そして夜間や休日でも生涯学習施設を利用できるようにし
てほしいとする問題や要望等が挙げられている。

3)自治体で行われている出前講座の一般的な開催手順については、第３表を参照。
4)ここでいう生涯学習機会等提供ネットワークは、学習機会等提供のために、生涯学習関
係機関等が連携・協力する仕組みのことである(山本恒夫他『生涯学習の設計』実務教
育出版、1995年、pp.101-102等を参照)。

5)生涯学習審議会答申｢社会の変化に対応した今後の社会教育行政の在り方について｣1998
年

6)同
7)今野雅裕上條秀元廣瀬隆人「生涯学習による地域づくりの現状～自治体の動向～」
日本生涯教育学会論集22、日本生涯教育学会、2001年、pp.25-36

8)なお、自治体の行う出前講座は、まちづくりを目的とする場合が多く、住民は行政の情
報によって地域の現状を知り地域課題の解決に取り組むことができる。地域課題の解決
の必要性については、中央教育審議会生涯学習分科会「今後の生涯学習の振興方策につ
いて(審議経過の報告)」（2004年)においても、生涯学習振興にあたって今後重点的に
取り組むべき分野として挙げられている。このような理由からも、出前講座の活用は必
要であると考えられる。

9)例えば、山本恒夫「生涯学習施設における事業ネットワークの課題と方向」（社会教育
Vol.44No.2，全日本社会教育連合会、1989年、pp.5-9)が挙げられる。

10)安田雪「社会ネットワーク分析：その理論的背景と尺度」行動計量学Vol.21No.2、日
本行動計量学会、1994年、pp.32-39等を参照。
11)安田雪『実践ネットワーク分析』新曜社、2001年、p.174
12)グラフＧの点ｖに接続する辺の本数を、点ｖの次数という(惠羅博他「グラフ理論』
産業図書、1996年、p.18等を参照)。ここでの次数は、ある構成要素と他の構成要素と
の関係の量を表している。
なお、次数にもとづく中心性CD(ni)は、式１より算出できる(StanleyWassennanand
KatherineFaust,Mc〃此rwork4"αI)MsMMIo伽α"α』4〃"cα伽"s,CamblidgeUniversity
Press,1994,pp.169-219等を参照)。また、d(ni)は構成要素niの次数である。

C D ( n i ) = d ( n i ) 式 ｌ
また、次数にもとづく中心性以外の主な捉え方は、以下の通りである。
(1)媒介性にもとづく中心性：ネットワーク内で他の構成要素間の関係を媒介している

ほど中心的であるとする指標。
(2)近接性にもとづく中心性：ネットワーク内で他の構成要素に到達するために必要な

距離が短いほど中心的であるとする指標。
13)古河市の学習機会等提供事業における連携・協力に関する実態調査の概要は、以下の
通りである。
(1)調査地の概要
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